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安全運転指導に活用するための極意
ドライブレコーダーを業務中の
安全運転指導に活用するための極意

　近年、ドライブレコーダー（以下、ドラレコ）の
需要が高まっています。ドラレコの映像は、事
故があったときの証拠となることもありますの
で、万が一に備えて装着されている方も多
いのではないでしょうか。ドラレコは、とっさの
運転を記録するものとして認識されています
が、普段の運転から日常の安全運転指導に
活用できますと、より効果的だと思います。な
ぜなら、普段の運転の中にも荒い運転が潜
んでいるからです。
　図表１のように事故は氷山の一角であり、
その中に潜んでいる荒い運転（運転のクセ）
を見つけ、改善することが事故削減につな
がります。ドラレコを購入した事業者の声とし
て、「ドラレコは事故映像取得が目的で、教
育に利用できない。教育に利用できるドラレ
コを購入したい。」というものがたくさんありま
す。ドラレコには、事故映像だけでなく、普段
の運転を評価し、事故の起きない運転をドラ
イバーに提供し、事故を未然に防ぐ機器とし
ての活用方法があります。
　事故率が非常に低い事業者は、日常の
運転においてもドラレコのデータを活用してい
ます。今回は、ドラレコを日常の安全運転指
導に活用するための極意を実際の例を挙げ
ながらお伝えします。

　まず、交通事故はどのような場合に発生
しているのかを見ていきます。図表２の発生
速度別の交通事故割合からわかるように、
実は時速30km以下の事故が大半を占めて
います。つまり法定速度を守ることだけでは、
事故はなくなりません。例えば、夕方の路地
は子どもや自転車に注意が必要で、むしろ
法定速度以下での運転を促す必要があり
ます。その上で、速度に応じたブレーキ操作

やハンドル操作を心がけることが必要です。
　次に、図表３の発生場所別の交通事故
割合をみますと、交差点での事故が大半を
占めています。交差点は人通りの多い場所
ですので、交差点に進入するまでの減速の
仕方、交差点を通過中の速度なども指導
する必要があります。交差点で一時停止を
ルール化している事業者もいます。
　これらのことからわかりますように、交通
事故は通常の速度帯や一般道で発生して
いるため、日常の運転を見ていく必要があり
ます。

　ドラレコの中には、運転診断などの日々の
運転を点数化する機能が付いているものが

アドバイスをすることが必要です。その中でも
③のタイプのように、いつもは安全運転なの
に、1日だけ点数が低い場合は、その日だけ
いつもと違う状況であったことを表わしてい
ます。業務が忙しかったのか、何か不安な出
来事があったのか等、その原因に耳を傾ける
ことが大切です。
　このようなことを日々行えば、ドライバーの
心理状況や運転のクセを把握でき、適切な
指導をすることが可能になり安全運転につ
ながります。

　危険運転があった場合は、ドライバー自ら
の振り返りを促す雰囲気づくりが大切です。

「危険挙動があったことを申告したら叱られ
た」「脇見をしていたことを正直に話したら怒
られた」といった雰囲気の中では、ドライバー
による正直な振り返りや、更にその先の原
因追及は望めません。管理者は運転者に対
し、必要な指導はしつつも、申告したことや
正直に運転を振り返っていること自体を十
分認めてあげることが大切です。
　ある事業者では、図表５を使って、危険運
転があったら必ず本社に報告し、全社ベース
での事例研究に取り組んでおられます。本
社では、危険運転に対して、法令の遵守、
速度、車間距離、右左折時の徐行・一旦停

はじめに

図表１　安全に対する考え方

ありますので、そのデータを使って安全運転
指導に役立てることができます。例えば、ある
事業者では、月単位で集計をとり、一人ひと
りの運転傾向を分析しています。その結果、
集計表を使った運転傾向は大きく５つのパ
ターンがあることがわかりました。（図表４）
　この中で、①②のタイプのドライバーは安
全運転に意識的に取り組んでおり、モチ
ベーションを保って運転しています。このタイ
プの場合は、管理者の方がドライバーを褒め
ることが大切です。ただし、②のタイプで、低
得点で推移している場合は、ドライバーが伸
び悩んでいますので、適切なアドバイスをす
ることが必要です。
　一方、③④⑤のタイプの場合は、モチベー
ションが下がっていたり、気持ちに余裕がな
かったりしている場合がありますので、管理
者の方はドライバーにヒアリングをし、適切な

（2015年全日本トラック協会資料より）

図表2　発生速度別、交通事故割合

（2015年警察庁資料より）

図表3　発生場所別、交通事故割合

図表５　危険運転の指導書

図表６　バックに関する日報

単に発生したという事実ではなく、
発生した原因の振返りを行なうこと
が大切です。
・速度は適切であったか？
・安全確認は十分であったか？
・運転に集中できていたか？

危険挙動発生場所

危険挙動発生前後
30秒の走行軌跡を表示

危険挙動の発生した前後30秒間において、
各センサーで記録したデータを表示

図表4　集計表を使った指導方法パターン
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②運転診断得点が毎日安定しているタイプ
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③運転診断得点が1日だけカツンと落ちているタイプ
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④運転診断得点にムラのある不安定なタイプ要指導
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⑤だんだん下がっていくタイプ要指導

止など様々な角度から分析し、危険運転へ
の警告を行っています。更に、危険運転が２
回以上あった場合は、添乗指導を実施する
など安全運転への更なる意識向上を図って
います。

　最近、通常走行での事故は減ったが、構
内事故・バック事故がなかなか減らないと悩
んでいる事業者も多いと思われます。バック
アイカメラだけに頼らず、ドライバーのバック操
作を改善する方法があります。例えば、バッ
ク操作は、速度が人の歩く速度を超えると
周囲の人は「危ない」と感じます。また、安全
確認が不十分で、バックし始める前の停止
時間が短い場合も周囲の人は「危ない」と
感じます。そのため、バック速度と安全確認
のための時間を見える化し、日々の指導に役
立て事故を減らすことが必要です。　
　ある事業者では、バックし始める前に３秒
安全確認をルール化しています。ルールス
タート時は、安全確認よりもただ漠然と時間
だけを気にしていたドライバーが大半だったそ
うですが、１運行での３秒ルールの目標値を
設定し、帰着後、管理者が図表６の太枠部
分を確認・指導を行った結果、ドライバー自身
が後方の安全確認する習慣が身についた
とのことです。

会社名：株式会社データ・テック
所在地：東京都大田区西蒲田7-37-10

グリーンプレイス蒲田11階
事業案内：1995年に世界で初めて『VR用
小型3軸角度センサー』を生み出し、その技術
を更に発展させ、1998年に世界初、運転診
断ができるドライブレコーダー『セイフティレコー
ダ®』を開発・製品化。更にIoT化を推進する
ためSR-WEB解析システム等のネットワーク
サービスの充実化を進めている。
その他
・東京大学生産技術研究所とビッグデータ解析

による事故予兆解析ロジックを共同研究中
・平成26年2月　車載器メーカー初、道路交

通安全マネジメントISO39001を取得
・平成29年12月　経済産業省の地域未来

牽引企業に選定
URL http://datatec.co.jpURL

会社プロフィール

　ドラレコなどの安全機器は、取り付けたら終
わりではなく、取り付けてから効果を出すまで
が本当の目的です。
　そのためには、例えばバック時の３秒安全確
認ルールを徹底するなどの目標を決めること、
誰でもすぐに認識できる簡単なデータを使うこ
と、安全運転したことを褒める文化を育てるこ
と等、会社全体で取り組むことが大切です。
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バック情報
〈 日付 〉
〈 事業所名・運転者名 〉
〈 車両登録番号 〉

2018/03/23
安全太郎
パレット

No. ギアON日時 バック開始日時 地名 最大速度
［km/h］

平均速度
［km/h］

距離
［m］

ギアON後
３秒以上？ 備考

１
２
３
４
５
６
７

2018/03/23  12:09:19
2018/03/23  13:16:44
2018/03/23  14:42:39
2018/03/23  17:11:12
2018/03/23  17:11:27
2018/03/23  19:46:51
2018/03/23  19:47:10

2018/03/23  12:09:26
2018/03/23  13:16:44
2018/03/23  14:42:39
2018/03/23  17:11:16
2018/03/23  17:11:33
2018/03/23  19:46:56
2018/03/23  19:47:13

東京都江東区新木場
東京都江東区越中島
東京都墨田区太平
東京都葛飾区白鳥
東京都葛飾区白鳥
東京都大田区西蒲田
東京都大田区西蒲田

3.0
3.0
2.0
2.0
1.0
2.0
2.0

2.0
2.0
1.0
1.0
1.0
2.0
1.0

7
9
5
3
5
4
8

◯
×
×
◯
◯
◯
◯

ギアON後３秒間
以上のバック回数

ギアON後３秒
未満のバック回数

バック合計71.4％ 最大距離

最高速度５回

７回

２回

9.0m

3.0km/h

5.0m

1.4km/h

０回

２回

平均距離

平均速度

距離超過

速度超過

ギアON後３秒間
以上のバック割合

運行管理者 補助者

株式会社データ・テック
代表取締役　田野 通保

交通事故の傾向について1

活用の極意その①
〜簡単なデータを使う〜

2

活用の極意その②
〜危険運転があったときの指導ポイント〜

3

活用の極意その③
〜バック事故ゼロを目指して〜

4
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